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CS-1170はcephamycin系 に属する新抗生物質であり,

グラム陽性およびグラム陰性菌に有効であるとされ,と

くに炉 ラクタメース産生菌に対 してす ぐれた抗菌力を

有†る慧,といわれている。今回CS-1170を 複雑性尿路感

染症に対して使用する機会を得て,臨 床効果とともにそ

の尿中濃度およびMICに ついて検討したのでこれちの

成績を報告する。

I.対 象お よび方法

対象は広島大学医学部附属病院,県 立広島病院および

国立呉病院の泌尿器科入院患者で尿路に基礎疾患を有す

る複雑性尿路感染症(慢 性膀胱炎12例,慢 性腎孟腎炎3

例)の15名 である。年齢は20歳 かち82歳 にまたがり,男

11名,女4名 である(Table1)。 尿道にカテーテルを留

置した状態で薬剤投与をうけた例はない。投与方法は,

12例には1回0.59を250m1の 生 理食塩水に溶解 して2

時間での点滴静注。1日2回,5日 間,計5gを 投与した。

3例 には1回0.5gの 筋注で,1日2回,7日 間,計7gを

投与した。CS-1170投 与前後に検尿および尿細菌培養に

より,尿 中白血球数,尿 中細菌の同定,細 菌数測定など

の検査を行なった。なお,尿 細菌培養は男性は中間尿,

女性はカテーテル尿を用いた。そのほかにCS-1170投 与

前後において,末 梢血液検査(赤 血球,白 血球),肝 機能

検査(GOT,GPT),腎 機能検査(BUN,血 清 クレアチ

ニン)を 実施した。

この症例中 クレアチニンクリアランスが80ml/min以

上(腎 機能正常例)の4例 について第1日 目の午前9時

にCS-11700.59を250m1の 生理食塩水に溶解し,2時

間かけて点滴静注し,点 滴開始後6時 間にわたり2時 間

ごとに尿を採取しCS-1170の 尿 中濃度を測定 した。CS

-1170の 尿中濃度は,micrococcus luteus ATCC9341を

検定菌 とする薄層カップ法で測定 し,検 量線の作成には

CS-1170をpH7,0の1/15Mリ ン酸緩衝液を用いて各濃

度の標準溶液を調製し使用した。

CS-1170お よびCEZに 対するMIC測 定は,日 本化学

療法学会標準法に従った。

II.効 果 判 定

臨床効果の総合判定はCS-1170投 与前後の膿尿と細

菌尿との推移により,UTI研 究会の薬効評価における慢

性症の検討基準2}により判定した。すなわち細菌尿の陰性

化,膿 尿の正常化がともに認められた場合を著効,細 菌

尿の陰性化,減 少(103/m1以 下)ま たは菌交代が認めち

れるが膿尿が正常化あるいは改善 している場合を有効,

他 を無効 とし,著 効 と有効をあわぜて有効率を算出した

(Table2)。

m.研 究 成 績

1,尿 中 白血球の推移

CS-1170投 与後尿中白血球の正常化がみ られたもの

は3例(20%),改 善2例(13%),不 変10例(67%)で

あ っ た 。 こ の う ちPseudomonas 感染例2例, Entero-

bacter 2例 の うち1例 は不変に含まれているので,そ れ

を除外すると,正 常化ないし改善が43%と なる。

2.尿 中細菌の推移

CS-1170投 与 によって尿中細菌が陰性化 したのは9

例(60%),変 化のみられないものは4例(27%)で あっ

た。菌交代は2例 にみられ, Streptococcus faecalis かち

Pseudomonas, Klebsiella からEnterobacter に交代 して

いた。投与前の尿培養によって分離された菌は17株 であ

っ た 。 そ の う ちCS-1170投 与 に よ りE.coli 4株,Kleb-

siella 3株, Streptococcus faecalis 3株 および Proteus 1

株のすべてが消失 し, Pseudomonas 2株 と Serratia,

Enterobacter 2株 の うち各1株 は不変であった。
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3.総 合 効果 剃 定

前 記 判定 基 準 に も とづ い て 臨床 効 果 を判 定 す る と,著

効3例,有 効6例,無 効6例 で あ り,著 効 と有 効 あ わせ

て60%の 有 効 率 を 得 た。 投 与 前 の 尿 中 細 菌 がPseudo-

monas,Enｔerobactarで あ っ た4例 を除外 す る と,著 効

3例,有 効5例,無 効3例 で あ り,有 効 率 は73%と な っ

た。

4.塚 中濃 度 お よ びMIC

腎 機能 の 正 常 な4例 に つ い て平 均 尿 中 濃 度 をみ る と,

CS-1170投 与 後4時 間 ま では1000μg/ml以 上 を示 し,4

-6時 聞 が300μg/ml ,ま た6時 間 ま での排 泄 量は 投 与 量

の69%で あ った(Fig.1)。

尿 中分 離 菌 のMICに つ い て み る と,CS-1170,CEZと

も にPseudomonas,Enterobacter,Serratiaの 全 株 と

Klebsieｌlaの1株 は400μg/ml以 上 の 高値 を示 した が,他

は い ず れ も3.12μg/ml以 下 で あ っ た 。個 々の 菌 株 で の

Fig. 1 Urinary excretion

Table 2 Overall clinical efficacy

Table 3 MIC of CS-1170
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CS-1170とCEZのMICを 比較すると,CS-1170が やや

低値を示す傾向を認めた(Table 3)。

5,副 作用

投与前後の末梢血液検査の比較において,CS-1170の

副作用によるものと思われる変化は認められなかった。

肝機能検査,腎 機能検査においても同様に変化は認めち

れなかった(Fig.2)。 また全症例において副作用 と思わ

れる全身症状およびアレルギー症状は認めちれなかっ

た。

IV.考 按

慢性複雑性尿跨感染症は種々の薬剤に耐性を示すグ

ラム陰性桿菌が主体をなしており,し かも混合感染とい

う形で治療に抵抗を示す。われわれの症例においても,

分離された起炎菌もグラム陰性桿菌が大半を占めてい

た。臨床効果をみるとPseudomonas,Entenbacterは 無

効との結果を得たが,他 の菌株においては,ほ ぼ満足す

べき成績を得ている。すなわちPseudomoms,Entero-

Fig. 2 Laboratory findings
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bacterを 除 いた11例 の有効率は73%と な り,全 国平均1)

とほぽ同値である。

尿踏感染症の治療に影響をおよぽす因子としで 抗薗

剤の尿申濃度や起炎薦のMICも 大きな饗因である。CS

-1170の 尿中濃度はCEZO .59を 同様に投与した成績幻と

類似 した結果を得ることができ,こ れより尿中排泄量も

CS-1170はCEZと 同様の経過をとる もの と推察され

る。一方。MICに っいてCS-1170とCEZを 比較 してみ

るとPseudomonas,Enterobacterは 両者に対しほとんど

感受性がないと思われるが,E.coli,Klebsiella,Protesu,

SterptemccusはCEZよ りもCS"1170の 方にやや感受性

が高い傾向にあると思われる.

以上よりCS-1170は,複 雑性尿路感染症に対しての治

療効果に十分期待が持てる薬剤といえよう。

削作用については,末 梢血液検査,肝 機能検査,腎 機

能検査所見に異常を認めなかったが。今後投与量の増大,

投与 日数の延長に際しては十分な観察を要することはも

ちろんのことである。

結 顕

1)複 雑性尿路感染症15例 にCS-11705～79を 点

滴静注もしくは筋肉内注射で投与した。

2)有 効率は60%で あった。

3)尿 中濃度および排泄量はCEZの それとほぼ同じ

と考えちれる。またMICは.CEZよ りやや低値を示す傾

向にあった。

4)CS-1170投 与によると思われる副作用は認めら

れなかった。
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Fifteen patients of complicated urinary tract infection were given CS-1170 at a daily dose of 1.0 g
for 5 days, and the following results were obtained.

1) CS-1170 showed the clinical effect as excellent in 3 of 15 cases (20%) , good in 6 (40%) , the
effective cases being 9 (60%).

2) MIC of CS-1170 demonstrated to be more sensitive than that of cefazolin (CEZ).
3) Any noticeable adverse reaction was not observed with CS-1170.


